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土留め計測の無線化システム 

当社では、各種工事において安全管理や品質管理を目的として計測器を選択し、データのご提供を行うとともに、工

事現場の特殊性や諸条件に適応できるよう個別にシステムカスタマイズし運用させていただいております。今月は無線

化システムについてご紹介します。 

地下への掘削を伴う工事では、採用される頻度が高い土留め工。現在ではその想定される挙動やメカニズムは、ほぼ

説明可能な段階にあります。しかし均質性が担保された人工材料ではなく、地盤という自然由来の媒体に構築するため、

事前の数値解析のみでは不十分な場合があります。そこで挙動の見える化の一助として、各種センサーからの情報（数

値）を、“信号線”を通じて受信するのが一般的です。ところが、これまでの当社の経験上計測現場においては、 

 ・再開発など都市部の狭隘な現場環境 

 ・信号線の切断事故 

 ・ケーブルの行き先が不明となる 

 ・高圧線並走ではノイズ障害 

などのデメリットが懸念されます。 

そこで、無線化することにより以上のデメリット 

の解消とともに、 

 ・現場では物理的にシンプルなシステム設計 

 ・設置工数の削減 

 ・信号線コストの節約 

 ・環境負荷の抑制 

 ・メンテナンス性の向上 

などの効果が期待できます。 

あわせて、本無線化システムの特徴として、 

 ・バッテリー寿命3年(設定による)

 ・サブギガ帯により通信距離，障害物に強い 

 ・中継器による遮蔽物回避 

 ・多段式傾斜計は40mまで設置可能 

 ・ひずみゲージ式センサー対応 

があり、土留め計測のように信号線を縦横に広く配線するシステムでは、無線化により、運用効率の向上に寄与できる

と考えております。 

有線・無線いずれの方式にも特性があり、現場条件に応じて使い分けられるものです。計測管理を検討する際には、

選択肢のひとつとして無線方式も併せてご検討ください。 
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今月のテーマ ：土留め計測の無線化システム 

熱戦が続いたサッカー・ワールドカップ。日本代表の躍進に胸を躍らせ、寝不足になりながら応援された方も多かっ

たのではないでしょうか。スポーツの魅力は、勝敗だけではありません。国や文化、言葉の違いを超え、同じルールの

もとで正々堂々と競い合う姿に、多くの人が心を動かされます。一方で、大きな国際大会では、時として政治的な思惑

や影響が取り沙汰されることもあります。しかし、世界情勢が不安定さを増す今だからこそ、私たちはスポーツ本来の価

値を改めて大切にしたいものです。ルールを尊重し、相手を敬い、勝者も敗者も互いを称え合う。その姿勢は、私たち

の日常や社会に通じる大切な精神ではないでしょうか。フェアプレーの心と相互尊重の精神が、国境や立場の違いを

越えて人々をつなぎ、世界の平和と信頼につながることを願ってやみません。


